
摩

訶

衍

(
大
正
十
五
年
二
月
二
十
日
發
行
)

我

が

稜

の

本

領

幅

島

愍

雄

本
校

の
目
的
は
現
學
則
第
二
條

に
、
本
宗
學
衆

以
上

の
信
侶

に
し
て
敖
師
た
ら
ん
こ
す
る
者

に
須
要
な
る
高
等
敖
育

を

施
す
所
こ
す
、
巴
規
定

さ
れ
て
あ

る
か
ら
、
別
段
、
我
校

の
本
領
杯

ε
叫
ば
ぬ
で
も
よ

い
樣
な
も
の

丶
、
從
來
か
ら

今

日
迄
は
、
束

に
宗
敖
大
學
、
西

に
本
校

ビ
、
東
西

二
校
駢
立
し

て
居

つ
て
、
孰
れ
も
修
業
年
限
本
科
三
年
、
而
か
も

同

一
學
科

を
敖
授
し

て
居

つ
陀

の
で
あ

る
、
夫
故

、

一
宗

の
輿
論
巴
し

て
同

一
種
の
學
校

二
個
存
立

の
要
な
し
ご
の
聲

喧
す
し
く
、
從

つ
て
本
校
の
存
立
が
危
ま
れ
て
居

陀
の
で
あ
る
が
、

一
宗

の
敖
育
尊
重
論
者

は
大
學
倉

に
よ

る
大
學

は

一
宗

の
カ
ξ
し
て
之
を
支
持
し
得

な

い
か
ら
、
各
宗

ε
聯
合
し
て
實
現
す

る
の
を
良
策

ぎ
認

め
、
此
學
術
研
究
目
的
の

大
學

が
實

現
せ
ら
れ
セ
る
曉
は
、
專
門
に
高
等
数
師
を
養
成
す

る
の
宗
立
專
門

學
稜

一
校
を
存
置
せ
ん
置
の
腹
案

を
以

・
て
進
ん

で
來
た
が
、
已

で
に
大
學

は
三
宗

汳
聯
合
し

て
東
京

に
置

く
に
决
定
し
泥
る
を
以

て
、
宗
立
専
門
學
校

は
本
校

・

一



'

二

を

其
儘
之

に
充

つ
る
こ
ご
丶
な
し
、
本
春
、
宗
務
當
局
は
、
敖
育
條
例
を
定
め
、
其
施
行
規
則

ε
し
て
學
科
課
程
を
内

定
せ
り
ご
聞
く
。
乃
ち
本
校

の
基
礎

は
此
處

に
確
立
し
た
か
ら
是
れ
よ
b
淨
土
宗

僭
侶

ご
し
て
恥
ぢ
ざ

る
人
物
を
養
成

す

る
こ
ピ
に
、
余
は
畢
生

の
努
力
を
拂
は
ん
こ
し
て
居

る
、
淨
土
宗
信
侶
、
箕

の
本
宗
儒
侶

ご
は
如
何
な
る
意
義
を
有

す

る
か
、
之

れ
が
先
决
問
題

で
あ
る
、
が
、

;

ロ
以

て
之
を
盡
せ
ば
、
宗
租

の
御
心
を
以

て
心
ど
す
る
こ
ε
で
あ

る
、

宗

祀
は
出
離
生
死

の
爲
め
に
出
家
せ
ら
れ
、
念
佛
に
よ

つ
て
出
離

の
道
を
確
立
し
、
爾
來
、
自
行
化
他
、
唱
名

に
餘
念

な

か
り
し

こ
と
は
、
今
余

が
喋

々
す

る
ま
で
も
な
い
。
併
し
此
、
判
り
切

つ
セ
事

柄
が
、
、果
し

て
我
宗

侶
の
全
般
に
實

行

さ
れ
て
居
る
か
何
う
か
ぜ
、
探
求
し

て
見
や
う
な
ら
、
眞

に
宗
祀

の
御
精
神
通
り
實
行
し
て
居

る
者
の
寥
々
た

る
こ

ご
は
誣
言
で
は
あ
る
ま

い
o
叉
宗
内
學
校
に
在
學

せ
る
學
生
は
過
去
も
現
在
も
、
薗
然
科
學

や
、
哲
學
類

は
喜
ん

で
學

習
す

る
が
、
宗
乘

ご
云

へ
ば
喜
ぱ
な

い
傾
き
が
有

る
、
念
佛
の
法
味
を
愛
樂
せ
ざ

る
者

の
眼

に
は
宗
乘

は
宇
錢

の
價
値

も
な

い
樣

に
映
す
る
は
無

理
も
な

い
事
で
あ

る
、
之
は
獨
り
學
生

の
罪

の
み
に
非
す
し
て
、
宗
乘
敖
授
其
人

に
倍

仰
な

く
唯
學
究

的
に
宗
乘

の
講
授
を
な
す
人
あ
り
た
る
爲

め
煩
鎖
な

る
講
義

に
慊
焉
し

て
、
宗
乘
を
嫌
忌
す

る
に
至
り
し
徑

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

も

ヘ

ヘ

へ

も

へ

路
な
き
に
し
も
あ
ら
す

ビ
惟
ふ
、
李
素

念
佛
精
進
し

て
.
唱

ふ
れ

ば
我
も
佛
も
な
か
り
け
り
底

の
信
仰
者
が
敷
壇

に
起

つ
て
宗
乘
を
講
す
れ
ば
、
片
吉
隻
句
、
光
彩

陸
離

こ
し
て
、
吾
人

の
心
眼
に
透
徹
す
、

さ
あ
れ
機
類
萬
差
、
或

は
、
宗

、乘

に
導

か
れ
て
念
佛
す

る
も
あ
る
べ
し
、
念
佛
精
勵
の
結
果
宗
乘
を
翻
讀
す

る
も
あ
る

べ
し
ご
雖
も

.能
化
た

る
者
は
先

づ
念
佛
勤
修
、
其
眞

味
を
鱧
得
滋
翼
協

上
宗
乘
を
讀

み
且

つ
講

す
べ
き

で
あ

る
、
斯
く

し
て
、
所
化
、
學
生
、
宗
乘

に



趣

味
を
威
す

る
に
至
ら
ば
、
宗
租

の
御
心
を
體
驗
す

る
こ
ご
が
出
來
や
う
。

萬
善

の
妙
躰
は
名
號

の
六
字

に
即
し
恒
沙

の
功
徳
は

ロ
稱
の

一
行

に
備

ふ
、
如
來
は
智
徳
雙
備

の
覺
者

に
在
し
ま
す

ヘ

ヘ

へ

し

彼

の
徳
本

行
者

を
觀
よ
、
諸
宗

の
學
解
な
く
、
百
科

の
學
を
習
は
す

ご
雖
も
、
智
解
縱
横

に
し

て
、縁
山
雲
霞
の
學
信

を
後

へ
に
瞠
若
た
ら
し

め
沈
で
は
な

い
か
、
唱
名

の
積
功

に
よ
つ
て
所
知

の
障
碍
を
滅
却
す
れ
ば
、
宇
宙
廓
然

、
森
羅

萬
象

、
胸
底
に
顯
現
す
、
所
謂
餘
乘
、
哲
學
、
科
學
、
歴
然
こ
し

て
心
眼

に
映
螢
す
。

さ
れ
ご
、
萬
人
共
逋

に
此
靈
域

に
逹
す

る
こ
ビ
容
易
な
ら
ざ

る
の
故

を
以

て
、
宗

門
學
校

の
學
科

に
餘
乘
及
補
助
學
科
を
加
ふ
、
、餘
麋
や
普
逋
學
科
を

、
-研
習
す

る
の
目
的
は
宗
乘

の
眞
價
を
比
知

せ
ん
が
爲

め
で
あ

る
。
然

る
に
其
實

は
種

々
雜
多
就
中
矛
盾
撞
着
の
知
識
を

積
集
し

て
之

れ
を
咀
嚼
も

せ
す
、
叉
調
和
も
な

さ
ゴ
る
が
故

に
、
餘
乘
や
他

の
學
科
を
學
ん
で
却

て
宗
乘

に
疑
義
を
生

じ
、
信
根
を
枯
死
せ
し
む

る
に
至
る
者

鮮
し

ご
せ
す
。
そ
も
、
之

れ
誰
れ

の
罪

か
、
學

ぷ
者

の
非

か
、
敖

ふ
る
者

の
非

か
、
御
思
ふ
て
此
處
に
到
れ
ば
、
吾
人
、
宗
門
敖
育
家

の
責
任

の

い
や
が
上
に
も
重
き
を
截
せ
ざ

る
を
得
な

い
。
敖
育

の

方

法
は
詰
込
み
主
義

で
な
く
、
理
解
圭
義
で
あ
る
こ
ご
は
百
も
承
知

し
て
居
な
が
ら
、
矢
張
、
舊
式

の
詰
込
み
に
成
り

勝
ち

ご
な

る
、
叉
矛
盾
撞
着
の
調
和
を
試
み
な
廿
れ
ば
な
ら

澱
ビ
知
噂

な
が
ち
、
各
科
專
門

に
分

か
れ
此
統

一
の
任

に

當

る
の
人
が
な

い
こ
ε
を
遣
槭

ご
す
。
余

は
學
生
諸
氏
に
勸
獎

す
、
先
づ
自
ら
念
佛
せ
よ
、
學
校
だ
か
ら
ε
て
學
癬

に

ρ
み
偏
重
七

て
な
ら

ぬ
こ
ご
は
、
猊
下

入
學
宣
誓

の
御
訓
諭
に
あ

る
、
朝
晝
時
は
其
餘
暇
な

か
る
べ
し
、
昏
夕
閑
時
を

見

て
稱
名
念
佛
す

べ
し
、
然

か
す
れ
ば
矛
盾

の
解
决
直
ち

に
就
く

べ
し
、
難
解
の
句
文
も
自
ら
理
解

さ
る
べ
し
、
固
よ

三

6

`



、

四

b
餘

乘
、
科
學
は
宗
乗

の
補
助
學
科
で
あ
る
、
庇
貸
し
て
母
屋

を
奪
は
る

丶
の
愚
を
演
す

る
こ
ご
な

か
れ
、
内

に
燃
ゆ

る
が
如
き
信
仰
心
湧
起
し
て
如
來

の
慈
悲

に
威
應
す
れ
ば
、
進

止
動
作
、

一
舉
手

一
投
足
の
些
事

に
至
る
ま

で
、
如
、法

ピ
な
り
、
共
存
共
榮

の
實
を
擧
げ
ざ
れ
ば
巳
ま
ざ
る
に
至
る
o

余

の
理
想
は
前
逋

の
通

り
で
あ
る
、
從

つ
て
之
を
我

が
校

の
本
領
巴
し
た

い
ε
思
ふ
o
余
先

づ
陣
頭
に
立

つ
て
策
勵

せ
ん
。
斷
じ
で
行

へ
ば
鬼
紳

も
避
く
、
能
は
ざ
る
に
非

参
爲
さ

ゾ
る
な
り
の
卑
屈

に
隨
す

な
、
來
れ
!
進

め
!
英
氣
撥

溂

た
る
若

き
宗
侶
よ
〇

十

四
年

十
月
八
日

鹿
溪
舎
内

に
て
記
す

馳


